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は
じ
め
に

　
日
本
と
同
じ
く
、
中
国
の
人
口
問
題
の
論
じ
ら
れ
方
は
、
少
子

化
、
高
齢
化
の
話
題
が
中
心
だ
。
少
子
化
が
進
め
ば
、
当
然
相
対
的

に
高
齢
化
が
進
む
。
そ
も
そ
も
高
齢
化
の
原
因
は
少
子
化
で
あ
り
、

こ
の
話
題
は
表
裏
一
体
で
あ
る
。
人
は
い
つ
か
は
死
ぬ
の
で
長
期
的

に
は
高
齢
化
は
人
口
減
少
に
直
面
す
る
。
世
界
的
に
も
高
齢
化
と
そ

れ
に
伴
う
人
口
減
少
が
近
年
多
く
の
国
が
抱
え
る
人
口
問
題
の
本
質

と
な
る
﹇
ブ
リ
ッ
カ
ー
・
イ
ビ
ッ
ド
ソ
ン 2020

﹈。

　
二
〇
世
紀
の
人
口
問
題
は
人
口
爆
発
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と

隔
世
の
感
が
あ
る
。
人
口
の
爆
発
的
増
加
は
地
球
上
の
資
源
や
食
糧

を
使
い
果
た
し
、
長
期
的
に
地
球
に
負
担
を
か
け
、
成
長
は
限
界
に

来
る
と
い
わ
れ
た
﹇
メ
ド
ウ
ズ 1972

﹈。
こ
れ
は
「
人
は
幾
何
級
数

的
に
増
加
す
る
が
、
食
料
は
算
術
級
数
的
に
し
か
増
加
し
な
い
」
と

い
う
マ
ル
サ
ス
の
人
口
論
が
背
景
に
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
人
類

は
農
業
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
資
源
採
掘
・
資
源
節
約

等
の
技
術
革
新
に
よ
っ
て
、
は
た
ま
た
避
妊
知
識
の
普
及
や
医
療
衛

生
技
術
の
向
上
に
よ
っ
て
、
人
口
爆
発
は
そ
の
ス
ピ
ー
ド
を
緩
め
つ

つ
、
二
〇
世
紀
の
世
界
は
経
済
成
長
を
続
け
、
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
の
予

言
は
杞
憂
に
終
わ
っ
た
。

　
二
一
世
紀
の
人
口
減
少
と
い
う
問
題
に
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
は
ど
の
よ

う
な
予
言
を
与
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
化
石
燃
料
や
食
糧

な
ど
地
球
資
源
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
は
な
い
。
人
口
も
幾
何
級
数

的
に
増
え
る
こ
と
も
な
か
っ
た
し
、
食
糧
生
産
は
増
加
し
、
地
球
上

の
貧
困
や
飢
餓
は
か
な
り
解
決
し
て
き
た
﹇
ロ
ス
リ
ン
グ 2019

﹈。

中
国
の
人
口
問
題
は 

ど
う
論
じ
ら
れ
て
き
た
の
か
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そ
の
意
味
で
は
現
在
の
人
口
減
少
を
目
の
前
に
し
て
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ

は
予
言
が
当
た
ら
ず
に
ほ
っ
と
胸
を
な
で
お
ろ
し
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

　
し
か
し
、
人
類
が
初
め
て
直
面
し
て
い
る
人
口
減
少
は
人
類
に
対

し
て
新
た
な
課
題
を
突
き
付
け
て
い
る
。
究
極
の
課
題
は
、
少
な
く

な
る
若
者
が
高
齢
者
を
支
え
ら
れ
る
の
か
、
働
く
人
が
増
え
な
く
な

る
今
、
高
齢
者
を
支
え
る
原
資
を
ど
の
よ
う
に
調
達
す
る
の
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　
経
済
成
長
を
し
な
く
て
も
よ
い
、
と
い
う
乱
暴
な
議
論
を
す
る
場

合
も
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る
、
高
齢
者

が
増
え
る
、
人
口
が
減
少
す
る
こ
と
が
ど
の
よ
う
に
経
済
に
影
響
与

え
る
の
か
、
人
口
と
経
済
の
関
係
を
正
確
に
把
握
し
、
そ
れ
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
現
在
の
人
口
問
題
は
経
済
成
長
と

の
関
連
で
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
人
口
問
題
は
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
報
道
さ
れ
る
こ

と
は
あ
っ
て
も
、
経
済
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
非
常
に
少

な
い
。
筆
者
は
二
つ
要
因
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
一
つ
は
経
済
成

長
論
が
資
本
と
技
術
に
注
目
し
て
き
た
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
人
口

問
題
の
影
響
は
「
徐
々
に
真
綿
で
首
を
絞
め
ら
れ
る
」
よ
う
に
時
間

が
か
か
る
た
め
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
、
で
あ
る
。

　
前
者
は
、
経
済
成
長
論
の
着
目
点
が
労
働
で
は
な
く
、
資
本
と
技

術
進
歩
に
着
目
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
関
連
す
る
。
労
働
分
配
率
と
資

本
分
配
率
は
長
期
的
に
は
七
：
三
で
あ
っ
た
が
、
近
年
低
下
し
て
き

て
い
る
こ
と
が
経
済
学
の
分
野
で
議
論
さ
れ
て
き
て
い
る
。
ま
た
成

長
会
計
の
全
要
素
生
産
性
の
分
析
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
労
働
と

資
本
以
外
の
全
要
素
、
す
な
わ
ち
技
術
進
歩
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

る
か
と
い
っ
た
点
に
注
目
さ
れ
て
き
た
。
と
も
に
近
年
の
Ｉ
Ｔ
技
術

の
進
歩
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
賃
金
低
下
圧
力
が
議
論

さ
れ
、
ま
た
労
働
も
教
育
水
準
を
考
慮
し
た
人
的
資
本
と
し
て
と
ら

え
ら
れ
て
お
り
、
労
働
力
の
「
量
」
と
い
う
側
面
が
軽
視
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
後
者
は
、
河
合
﹇2017

﹈
が
「
静
か
な
る
有
事
」
と
呼
ん
だ
よ
う

に
、
日
本
で
も
二
〇
年
以
上
前
か
ら
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
を
指

摘
す
る
論
者
が
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
口
問
題
は
そ
れ
ほ
ど
注

目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
人
口
問
題
は
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ

く
り
と
顕
在
化
す
る
た
め
に
、
短
期
（
数
年
間
の
ス
パ
ン
）
で
は
私

た
ち
の
生
活
を
脅
か
す
よ
う
な
事
象
は
発
生
し
な
い
。

　
本
稿
で
は
、
中
国
の
人
口
問
題
に
関
し
て
、
先
行
研
究
を
整
理

し
、
人
口
転
換
の
観
点
か
ら
経
済
へ
の
影
響
に
つ
い
て
整
理
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。
ま
ず
、
第
一
節
で
先
行
研
究
を
整
理
し
、
第
二

節
で
人
口
と
経
済
の
関
係
を
論
じ
る
。
第
三
節
で
は
中
国
の
人
口
転

換
を
確
認
し
て
、
第
四
節
で
そ
れ
が
経
済
に
与
え
る
影
響
を
考
察
す

る
。
最
後
に
現
状
の
問
題
点
を
確
認
す
る
。
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一
　
先
行
研
究

　
河
野
﹇2007: 10 ‒19

﹈
の
議
論
を
参
考
に
す
る
と
、
人
口
学
は
、

人
口
変
動
の
三
要
素
（
出
生
、
死
亡
、
移
動
）
と
そ
れ
ら
人
口
動
態

の
要
因
と
人
口
構
造
の
変
化
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
人
口
に
ま
つ

わ
る
社
会
、
経
済
等
と
の
関
係
を
分
析
す
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

河
野
﹇2007: 1  3

﹈
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
人
口
が
社
会
に
与
え
る

影
響
を
論
じ
る
も
の
が
人
口
学
の
周
辺
で
は
盛
ん
で
あ
り
、
中
国
も

例
外
で
は
な
い
。
一
人
っ
子
政
策
や
、
高
齢
化
の
影
響
は
経
済
と
い

う
関
係
よ
り
も
社
会
と
の
文
脈
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
も
事

実
で
あ
る
。

　
日
本
国
内
に
お
け
る
中
国
の
人
口
問
題
に
関
す
る
研
究
を
簡
単
に

レ
ビ
ュ
ー
し
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、
上
田
﹇2020

﹈
が
一
九
世
紀
ま
で
の
中
国
の
人
口
史
を
さ

ま
ざ
ま
な
中
国
資
料
を
用
い
て
概
観
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
詳
細
な

中
国
の
人
口
が
歴
史
的
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
か
を
追
っ
た

研
究
は
少
な
か
っ
た
の
で
、
非
常
に
貴
重
な
価
値
が
あ
ろ
う
。

　
二
〇
世
紀
の
中
国
の
人
口
問
題
に
関
す
る
研
究
は
、
や
は
り
急
速

に
増
え
て
い
く
人
口
増
加
と
そ
の
対
処
で
あ
る
一
人
っ
子
政
策
が
分

析
対
象
の
中
心
で
あ
っ
た
。
早
瀬
編
﹇1992

﹈
は
中
国
の
人
口
問
題

は
増
え
す
ぎ
る
人
口
へ
の
対
応
と
し
て
、
一
人
っ
子
政
策
や
、
地
域

別
民
族
別
の
分
析
を
行
い
、
若
林
﹇1994

﹈
は
や
は
り
人
口
爆
発
と

そ
の
人
口
問
題
に
関
す
る
対
処
と
し
て
一
人
っ
子
政
策
や
家
族
制
度

へ
の
影
響
を
重
点
的
に
議
論
し
て
い
る
。
若
林
は
そ
の
後
中
国
の
人

口
問
題
に
関
し
て
大
著
を
示
す
﹇
若
林 2005

﹈。
こ
の
第
一
二
章
に

お
い
て
、
中
国
の
高
齢
化
問
題
を
取
り
上
げ
た
。
若
林
編
﹇2006

﹈

で
は
田
雪
原
な
ど
中
国
国
内
の
有
名
な
研
究
者
に
よ
る
人
口
政
策
、

動
態
、
都
市
化
と
階
層
移
動
、
高
齢
化
、
少
数
民
族
な
ど
幅
広
い
分

野
に
お
け
る
研
究
成
果
を
ま
と
め
て
い
る
。
長
期
的
な
高
齢
者
人
口

動
態
を
推
計
し
（
第
一
一
章
）、
長
期
的
に
は
多
く
の
人
口
が
介
護

を
必
要
と
し
（
第
一
二
章
）、
社
会
保
障
制
度
の
改
革
が
議
論
さ
れ

て
い
る
（
第
一
三
章
）。

　
一
方
、
近
年
の
議
論
で
は
人
口
減
少
に
関
す
る
も
の
が
中
心
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
近
藤
﹇2018

﹈
は
か
な
り
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
人

口
減
少
に
向
か
う
中
国
が
ど
う
な
る
か
を
示
し
て
い
る
。
結
婚
難
民

や
増
え
続
け
る
大
卒
者
の
失
業
問
題
や
、
労
働
人
口
減
少
に
対
し
て

中
国
製
造
業
が
Ａ
Ｉ
化
に
よ
っ
て
対
応
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
い
っ
た

点
で
議
論
を
す
る
。

　
村
山
﹇2020

﹈
は
人
口
減
少
に
向
か
う
中
国
の
社
会
的
変
化
を
現

地
の
報
道
な
ど
を
中
心
に
ま
と
め
て
い
る
。
一
人
っ
子
政
策
で
少
子

化
が
進
み
、
そ
れ
ら
の
子
ど
も
は
肥
満
が
増
加
す
る
と
と
も
に
徴
兵

が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、
結
婚
難
に
陥
る
男
性
な
ど
政
策

の
弊
害
を
か
な
り
詳
細
に
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
社
会
保
障
面
に
つ

い
て
も
、
年
金
資
金
の
不
足
や
家
族
介
護
に
傾
く
政
府
の
方
針
な
ど

が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
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そ
の
他
、
一
人
っ
子
政
策
で
は
、
フ
ォ
ン
﹇2017

﹈
が
多
く
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
一
人
っ
子
政
策
の
負
の
側
面
を
生
々
し
く
描

写
し
て
お
り
、
ま
た
小
浜
﹇2020

﹈
も
現
地
調
査
を
通
じ
て
一
人
っ

子
政
策
の
農
村
に
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
を
社
会
学
的
に
あ
き
ら
か
に

し
て
い
る
大
著
で
あ
る
。

　
ま
た
、
社
会
保
障
に
関
し
て
は
、
飯
島
・
澤
田
﹇2010

﹈、
沈
・

澤
田
﹇2016

﹈
な
ど
が
政
策
や
制
度
の
変
遷
を
丁
寧
に
追
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
近
年
で
は
日
本
の
中
国
の
人
口
問
題
に
関
し
て
、
人

口
と
社
会
と
い
う
点
で
か
な
り
の
量
の
研
究
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
き

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
済
学
的
な
議
論
と
な
る
と
か
な
り
少

な
く
な
る
だ
ろ
う
。

　
現
在
、
人
口
経
済
学
の
分
野
で
は
新
進
気
鋭
の
松
浦
﹇2020

﹈
の

研
究
が
最
も
包
括
的
で
あ
る
。
人
口
の
変
動
が
経
済
に
与
え
る
影
響

を
先
行
研
究
か
ら
整
理
す
る
と
と
も
に
、
時
に
は
中
国
の
事
例
も
用

い
つ
つ
、
教
科
書
と
し
て
過
不
足
な
く
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

　
中
国
の
人
口
問
題
を
経
済
学
的
に
分
析
し
て
い
る
も
の
と
し
て

は
、
中
兼
﹇2012

﹈
の
第
六
章
、
蔡
昉
﹇2019, 2020

﹈
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
る
。
中
兼
﹇2012

﹈
は
有
名
な
マ
ル
サ
ス
の
罠
や
低
水
準
均

衡
の
罠
、
人
口
ボ
ー
ナ
ス
や
人
口
規
模
が
経
済
に
与
え
る
影
響
を
分

析
し
、
人
口
増
加
や
人
口
規
模
が
中
国
の
経
済
成
長
に
果
た
し
た
役

割
を
一
定
程
度
認
め
て
い
る
。
蔡
昉
は
、
ル
イ
ス
・
モ
デ
ル
の
労
働

移
動
と
人
口
ボ
ー
ナ
ス
議
論
を
組
み
合
わ
せ
つ
つ
、
労
働
移
動
の
終

わ
り
（
ル
イ
ス
転
換
点
）
と
生
産
年
齢
人
口
の
ピ
ー
ク
を
越
え
た
後

は
、
新
古
典
派
の
枠
組
み
に
し
た
が
っ
た
分
析
を
行
い
、
さ
ら
な
る

労
働
移
動
の
可
能
性
や
教
育
水
準
の
向
上
な
ど
ま
だ
発
展
の
余
地
は

十
分
に
あ
る
と
す
る
。

　
厳
﹇2014

﹈
も
人
口
転
換
と
高
齢
化
を
分
析
し
つ
つ
、
長
期
的
な

経
済
成
長
に
対
し
て
比
較
的
楽
観
視
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て

蔡
の
議
論
と
同
じ
く
農
村
に
は
ま
だ
潜
在
的
な
余
剰
労
働
力
が
存
在

す
る
の
で
、
農
民
工
の
就
業
選
択
・
移
住
の
規
制
を
緩
和
す
る
戸
籍

制
度
改
革
、
退
職
年
齢
の
延
長
、
生
育
政
策
の
改
善
に
よ
っ
て
当
面

成
長
の
維
持
が
可
能
と
み
て
い
る
。

　
以
上
、
大
ま
か
に
現
在
の
研
究
成
果
を
整
理
し
て
み
た
。
中
国
の

人
口
問
題
に
対
す
る
研
究
は
、「
少
生
快
富
」（
少
な
く
生
ん
で
早
く

豊
か
に
な
る
）
か
ら
「
未
富
先
老
」（
豊
か
に
な
る
前
に
老
い
る
）

に
移
動
し
て
い
る
。
先
進
国
で
も
そ
う
で
あ
る
が
、
生
産
年
齢
人
口

の
低
下
と
高
齢
者
人
口
の
増
加
が
経
済
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

る
か
、
ま
だ
わ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
と
い
っ
て
よ
い
。

二
　
人
口
と
経
済
構
造

㈠
　
人
口
と
経
済
の
関
係

　
人
口
変
動
は
経
済
に
影
響
を
与
え
、
経
済
発
展
も
人
口
構
造
に
影

響
を
与
え
る
。
人
口
と
経
済
の
関
係
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
図
１
は

人
口
と
経
済
の
動
態
的
な
関
係
を
で
き
る
だ
け
シ
ン
プ
ル
に
示
し
て
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い
る
。

　
ま
ず
、
国
・
地
域
の
政
治

的
、社
会
的
、経
済
的
、生
態

環
境
や
文
化
な
ど
は
三
つ
の

要
因
、
出
生
、
死
亡
、
移
動

に
よ
っ
て
人
口
構
造
に
変
化

を
与
え
る
。
出
生
率
は
、
社

会
、
環
境
、
文
化
に
よ
っ
て

変
動
す
る
だ
ろ
う
。
文
化
的

に
多
産
が
好
ま
し
い
と
さ
れ

て
い
て
も
社
会
が
発
展
す
れ

ば
少
産
に
な
る
だ
ろ
う
し
、

気
候
や
地
形
な
ど
も
人
々
の

出
産
数
に
影
響
を
与
え
る
。

衛
生
環
境
が
改
善
す
れ
ば
死

亡
率
も
改
善
す
る
こ
と
が
期

待
で
き
る
。
ま
た
そ
の
国
に

内
戦
な
ど
が
な
く
政
治
状
況

が
安
定
し
て
い
れ
ば
出
生
や

死
亡
に
影
響
を
与
え
る
し
、

ま
た
国
際
政
治
や
国
際
関
係

も
難
民
や
人
の
移
動
に
影
響

を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
人
口
構
造
の
変
化
と
は
主
に
年
齢
別
の
人
口
が
変
わ
る
こ
と
で
あ

る
。
出
生
率
が
減
少
す
れ
ば
各
家
庭
で
扶
養
す
る
子
供
の
数
が
減
る

た
め
、
教
育
に
余
裕
が
出
て
く
る
。
結
果
、
年
少
人
口
の
教
育
水
準

の
向
上
が
期
待
で
き
る
。
生
産
年
齢
人
口
が
増
え
て
い
け
ば
、
消
費

の
拡
大
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
マ
イ
ホ
ー
ム
需
要
や
老
後
の
た
め
に
貯

蓄
の
増
加
も
期
待
で
き
る
。
一
方
、
高
齢
者
人
口
が
増
加
す
る
と
貯

蓄
を
切
り
崩
す
こ
と
に
な
る
の
で
、
貯
蓄
は
減
る
か
も
し
れ
な
い
。

他
に
も
、
労
働
移
動
が
活
発
に
な
れ
ば
、
他
地
域
や
他
国
か
ら
人
が

流
入
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
社
会
の
多
様
性
を
生
み
出
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
最
終
的
に
経
済
成
長
の
マ
ク
ロ
生
産
関
数
の
変
数
、

労
働
力
、
資
本
形
成
、
技
術
開
発
に
影
響
を
与
え
て
、
長
期
的
に
は

経
済
成
長
を
左
右
し
て
い
く
。
教
育
水
準
の
上
昇
は
人
的
資
本
の
向

上
に
つ
な
が
る
し
、
新
た
な
技
術
開
発
を
促
す
で
あ
ろ
う
。
貯
蓄
が

高
け
れ
ば
国
内
の
投
資
意
欲
を
支
え
る
こ
と
が
可
能
だ
し
、
社
会
の

多
様
性
は
多
く
の
異
な
っ
た
も
の
の
見
方
が
生
ま
れ
、
新
た
な
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
つ
な
が
っ
て
、
経
済
成
長
を
促
す
こ
と
で
あ

ろ
う
。

　
経
済
成
長
が
続
き
社
会
が
豊
か
に
な
れ
ば
、
社
会
的
価
値
観
も
変

化
し
、
多
様
性
が
文
化
を
変
化
さ
せ
、
環
境
、
政
治
、
国
際
関
係
に

も
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
そ
れ
ら
が
再
度
、
人
々
の

出
生
、
死
亡
、
移
動
に
影
響
を
与
え
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
は
単
純
に
一
方
通
行
的
な
因
果
関
係
で
は
な

く
、
相
互
依
存
的
に
影
響
し
合
う
も
の
で
あ
る
。
人
口
と
経
済
の
関

労働 教育 出生

資本 貯蓄 死亡

技術 多様性 移動

経
済
成
長

人
口
構
造
変
化

政治、社会、
環境、文化、
国際関係の
変化

図１　人口と経済の関係

出所：筆者作成。
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係
を
相
互
依
存
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
研
究
に
よ
れ
ば

﹇Bloom
, C

anning and M
alanery 2000

﹈、
所
得
の
上
昇
は
出
生
率

の
低
下
を
通
じ
て
さ
ら
に
所
得
を
上
昇
さ
せ
る
と
と
も
に
、
出
生
率

の
低
下
は
所
得
の
上
昇
を
生
む
と
い
う
良
循
環
を
形
成
す
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
、
東
ア
ジ
ア
の
「
奇
跡
」
は
生
産
年
齢
人
口
の
増
加
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

㈡
　
人
口
転
換
と
人
口
構
造
の
変
化

　
ま
ず
、
人
口
理
論
の
中
で
も
人
口
転
換
は
経
済
発
展
と
人
口
推
移

を
説
明
す
る
グ
ラ
ン
ド
セ
オ
リ
ー
と
し
て
存
在
す
る
﹇
松
浦 2020: 

5 0

﹈。
人
口
転
換
論
自
体
は
、
出
生
率
も
死
亡
率
も
高
い
多
産
多
死

状
態
か
ら
、
経
済
が
発
展
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
は
じ
め
は
死
亡
率

が
下
が
り
始
め
て
多
産
少
死
に
な
り
、
さ
ら
に
出
生
率
が
低
下
す
る

こ
と
で
少
産
少
死
の
状
態
へ
と
推
移
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
状
況
を
示
し
た
の
が
図
２
の
上
の
部
分
で
あ
る
。
初
期
は
多

産
多
死
の
状
況
で
あ
る
が
、
一
般
的
に
出
生
率
の
方
が
死
亡
率
を
上

回
る
。
ま
ず
経
済
や
社
会
の
発
展
に
と
も
な
い
、
子
ど
も
の
死
亡
率

が
低
下
し
全
体
の
死
亡
率
が
先
に
低
下
を
始
め
る
。
そ
の
後
、
死
亡

率
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
出
生
率
も
徐
々
に
低
下
し
始
め
る
。
こ
の

間
は
死
亡
率
の
低
下
が
出
生
率
の
低
下
ス
ピ
ー
ド
よ
り
も
大
き
い
た

め
多
産
少
死
の
状
態
で
あ
る
。
経
済
社
会
が
成
熟
す
る
と
出
生
率
も

死
亡
率
も
低
位
で
安
定
す
る
。
こ
れ
が
少
産
少
死
の
状
況
で
あ
る
。

　
次
に
人
口
転
換
論
と
人
口
構
造
の
変
化
を
考
え
て
み
よ
う
。
図
２

出生率
死亡率

時間

総人口

労働人口
年少人口

高齢者人口

多産多死 少産少死多産少死

人口ボーナス 人口オーナス

図２　人口転換と人口構造の変化

出所：筆者作成。
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の
下
の
部
分
は
こ
の
人
口
転
換
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
お
け
る
人
口

構
造
の
変
化
を
イ
メ
ー
ジ
で
示
し
て
い
る
。
多
産
多
死
の
状
況
か
ら

多
産
少
死
に
な
る
と
、
平
均
寿
命
が
伸
び
る
。
死
亡
率
は
乳
幼
児
の

死
亡
が
多
く
を
占
め
る
た
め
、
死
亡
率
の
低
下
は
年
少
人
口
の
増
加

に
つ
な
が
る
。
そ
の
後
少
産
少
死
に
な
る
と
、
年
少
人
口
は
生
産
年

齢
人
口
に
移
行
し
て
い
く
た
め
、
生
産
年
齢
は
増
加
し
て
い
く
。
こ

れ
が
人
口
ボ
ー
ナ
ス
で
あ
る
。
し
か
し
少
子
化
が
続
く
と
年
少
人
口

は
徐
々
に
減
少
し
は
じ
め
、
あ
る
一
定
の
水
準
に
落
ち
着
い
て
い
く

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
高
齢
者
人
口
は
徐
々
に
増
加
し
て
い
く
。

　
少
産
少
子
の
段
階
に
入
り
、
少
子
化
が
続
く
と
リ
タ
イ
ア
す
る
世

代
が
労
働
市
場
に
参
入
す
る
世
代
よ
り
大
き
く
な
る
た
め
に
、
ま
ず

生
産
年
齢
人
口
が
減
少
し
始
め
る
。
こ
れ
が
人
口
オ
ー
ナ
ス
で
あ

る
。
リ
タ
イ
ア
世
代
が
高
齢
化
し
て
い
く
た
め
に
高
齢
者
人
口
は
さ

ら
に
上
昇
を
続
け
る
。
し
か
し
い
ず
れ
は
亡
く
な
っ
て
い
く
の
で
、

死
亡
数
が
出
生
数
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
て
、
全
人
口
も
減
少
し
て

い
く
の
で
あ
る
。

三
　
中
国
の
人
口
転
換

㈠
　
圧
縮
さ
れ
た
人
口
転
換

　
中
国
の
人
口
変
動
を
み
て
み
る
と
、「
圧
縮
さ
れ
た
人
口
転
換
」

が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
﹇W

ang 2011

﹈。「
圧
縮
さ
れ

た
」
と
は
、
先
進
国
が
経
験
し
た
工
業
化
や
社
会
経
済
構
造
の
変
化

を
途
上
国
が
よ
り
短
い
期
間
で
経
験
す
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

W
ang

﹇2011

﹈
に
よ
る
と
、
平
均
寿
命
は
人
口
全
体
の
死
亡
に
関

す
る
重
要
な
指
標
で
あ
り
、
一
九
五
〇
年
か
ら
約
半
世
紀
で
中
国
の

平
均
寿
命
は
四
〇
代
か
ら
七
〇
代
に
上
昇
し
た
。
先
進
国
で
は
一
世

紀
か
け
て
二
〇
歳
以
上
の
平
均
寿
命
の
伸
び
を
達
成
し
た
が
、
中
国

は
そ
の
半
分
に
「
圧
縮
」
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
で
中
国
と
ア

メ
リ
カ
の
所
得
格
差
は
一
：
一
〇
で
あ
っ
た
が
、
平
均
寿
命
は
七
五

歳
と
八
〇
歳
で
あ
り
五
歳
し
か
変
わ
ら
な
い
、
と
い
う
。

　
図
３
は
、
中
国
の
人
口
転
換
の
様
子
を
示
し
て
い
る
。
新
中
国
が

成
立
し
た
一
九
四
九
年
以
降
か
ら
一
九
七
〇
年
代
後
半
の
約
三
〇
年

間
で
ほ
ぼ
人
口
転
換
が
完
了
し
て
い
る
﹇
早
瀬 2004; W

ang 
2011

﹈。

　
大
躍
進
期
（
一
九
五
七
〜
一
九
六
〇
）
の
影
響
に
よ
る
出
生
率
の

低
下
と
死
亡
率
の
増
加
と
い
う
異
常
時
の
変
動
を
除
け
ば
、
一
九
四

九
年
の
中
国
は
多
産
多
死
で
あ
っ
た
と
い
え
る
が
、
死
亡
率
は
一
貫

し
て
減
少
傾
向
に
あ
り
、
少
死
へ
と
移
行
し
て
い
る
。
一
九
五
〇
年

か
ら
一
九
七
〇
年
に
粗
死
亡
率
は
一
八
人
（
一
〇
〇
〇
人
）
か
ら

七
・
六
人
と
六
割
ほ
ど
減
少
し
た
。
こ
の
間
出
生
率
は
ほ
ぼ
変
化
な

し
で
、
大
体
三
五
人
（
一
〇
〇
〇
人
）
程
度
で
あ
る
。

　
出
生
率
が
変
化
し
な
い
ま
ま
で
死
亡
率
が
低
下
し
た
の
で
、
中
国

は
急
速
な
人
口
増
加
を
招
い
た
。
一
九
六
〇
年
代
後
半
の
自
然
増
加

は
二
〇
人
台
で
あ
り
、
二
五
年
ご
と
に
倍
に
な
る
ス
ピ
ー
ド
で
あ
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り
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
代
の
世
界
的
な
人
口
爆
発
に

貢
献
し
て
い
た
と
と
も
に
、
一
人
っ
子
政
策
の
導
入
の
き
っ
か
け
に

な
っ
た
﹇
大
泉 2007: 2 2

﹈。

　
出
生
率
は
死
亡
率
の
減
少
に
遅
れ
て
低
下
し
始
め
た
。
一
九
六
九

年
あ
た
り
か
ら
出
生
率
は
三
四
人
（
一
〇
〇
〇
人
）
か
ら
急
速
に
低

下
し
て
い
き
、
七
九
年
に
は
一
八
人
（
一
〇
〇
〇
人
）
あ
た
り
で
一

旦
落
ち
着
い
て
い
た
。
一
〇
年
ほ
ど
で
多
産
少
死
か
ら
少
産
少
死
に

転
換
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
か
ら
三
〇
年
間
で
ほ
ぼ
人

口
転
換
は
終
わ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
八
〇
年
代
後
半
か
ら
は
一
人
っ
子
政
策
の
影
響
も
あ
り
、
さ
ら
に

出
生
率
が
低
下
し
て
い
る
。
一
九
八
七
年
の
出
生
率
は
二
三
人
程
度

（
一
〇
〇
〇
人
）
か
ら
二
〇
〇
二
年
に
は
約
そ
の
半
分
の
一
二
人
台

（
一
〇
〇
〇
人
）
ま
で
減
少
し
た
。
死
亡
率
は
そ
の
間
六
、七
人
台

（
一
〇
〇
〇
人
）
で
安
定
し
て
い
る
た
め
、
急
激
な
人
口
増
加
段
階

は
二
一
世
紀
以
降
終
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
泉
﹇2007: 

2 9

﹈
は
、
こ
れ
を
「
極
少
産
少
死
」
と
い
う
先
進
国
型
の
「
第
二
の

人
口
転
換
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

　
死
亡
率
低
下
の
要
因
と
し
て
、
社
会
の
発
展
と
公
衆
衛
生
の
発
展

が
寄
与
し
て
い
る
。
早
瀬
﹇2004: 103

﹈
は
先
行
研
究
か
ら
所
得
の

向
上
と
女
性
の
就
学
率
の
上
昇
な
ど
が
死
亡
率
を
低
下
さ
せ
た
と
指

摘
し
て
い
る
。
同
時
に
、
殺
虫
剤
、
安
全
な
水
の
利
用
の
拡
大
、
下

水
処
理
な
ど
の
公
衆
衛
生
の
整
備
が
進
み
、
そ
の
結
果
、
感
染
症
に

よ
る
死
亡
者
が
減
少
す
る
と
と
も
に
、
特
に
乳
幼
児
の
死
亡
率
の
低
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図３　中国の人口転換

出所：『中国統計年鑑』各年版、『新中国60年』より作成。
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下
を
指
摘
し
て
い
る
。
大
泉
﹇2007: 1 7

﹈
も
同
様
に
ア
ジ
ア
共
通

の
現
象
と
し
て
、
先
進
国
で
開
発
さ
れ
た
防
疫
（
コ
レ
ラ
、
赤
痢
、

マ
ラ
リ
ア
な
ど
の
ワ
ク
チ
ン
等
）・
医
療
の
技
術
が
途
上
国
に
広
範

囲
に
普
及
し
た
こ
と
が
寄
与
し
た
と
指
摘
す
る
。W

ang

﹇2011

﹈

は
、
⑴
社
会
主
義
の
福
祉
配
分
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
、
貧
困
を
削
減

し
経
済
的
な
平
等
を
達
成
し
た
こ
と
、
⑵
政
府
主
導
の
公
共
衛
生
シ

ス
テ
ム
の
発
展
が
、
低
コ
ス
ト
あ
る
い
は
無
料
で
予
防
と
基
本
的
ケ

ア
の
提
供
が
で
き
た
こ
と
、
⑶
新
中
国
成
立
以
前
か
ら
す
で
に
現
代

衛
生
医
学
知
識
が
普
及
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
⑶
は
実

際
に
も
一
九
四
九
年
か
ら
死
亡
率
が
低
下
し
て
お
り
、
新
中
国
成
立

以
前
に
医
学
や
衛
生
に
関
す
る
知
識
が
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
見
方

は
十
分
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
出
生
率
の
低
下
の
要
因
は
論
者
に
よ
っ
て
若
干
違
う
。
佐
藤

﹇1992

﹈
は
女
子
の
教
育
水
準
の
向
上
、
第
一
次
産
業
の
割
合
の
低

下
と
い
う
近
代
化
の
進
展
で
有
意
に
出
生
力
が
変
化
し
た
こ
と
を
指

摘
す
る
と
と
も
に
、
人
口
政
策
の
効
果
の
方
が
大
き
い
と
し
た
。
彼

は
、
ボ
ン
ガ
ー
ツ
法
を
用
い
て
一
九
七
一
年
か
ら
一
九
八
一
年
の
変

化
を
観
察
し
、
晩
婚
化
、
避
妊
、
人
工
妊
娠
中
絶
と
い
う
近
代
的
な

出
生
抑
制
形
態
の
確
立
に
よ
っ
て
出
生
力
が
減
少
し
た
と
す
る
。
そ

し
て
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
中
国
の
人
口
政
策
で
あ
る
と
い
う
。

一
九
七
一
年
、
国
務
院
が
計
画
出
産
を
指
示
し
（「
晩
・
稀
・
少
」

ス
ロ
ー
ガ
ン
）、
晩
婚
（
都
市
：
男
二
八
歳
、
女
二
五
歳
、
農
村
：

男
二
五
歳
、
女
二
三
歳
）、
出
産
間
隔
を
あ
け
る
こ
と
（
四
年
以

上
）、
そ
れ
に
少
産
（
一
人
の
女
性
が
一
生
の
間
に
産
め
る
子
ど
も

の
数
を
都
市
部
で
二
人
ま
で
、
農
村
部
で
三
人
ま
で
と
す
る
）
の
三

つ
を
提
唱
し
た
。
こ
の
人
口
政
策
が
中
国
の
出
生
率
低
下
に
貢
献
し

た
と
す
る
の
で
あ
る
。

　W
ang

﹇2011

﹈
は
、
出
生
力
に
つ
い
て
、
⑴
一
九
五
〇
年
代
に

は
大
き
な
低
下
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
、
⑵
大
部
分
の
出
生
率
の
転

換
は
一
九
七
〇
年
代
に
終
わ
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
間
は
前

記
で
も
見
た
よ
う
に
晩
婚
晩
産
ス
ロ
ー
ガ
ン
だ
け
だ
っ
た
た
め
、
政

府
の
施
策
と
い
う
よ
り
は
他
の
国
と
同
じ
よ
う
に
人
々
の
意
識
の
転

換
で
子
ど
も
を
持
た
な
く
な
っ
た
と
い
う
結
論
を
導
い
て
い
る
。

　
早
瀬
﹇1992

﹈
は
、
中
国
の
人
口
構
造
の
変
化
が
、
直
接
的
に
は

出
生
率
、
死
亡
率
の
急
速
な
低
下
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
だ

と
し
つ
つ
も
、
一
九
四
九
年
か
ら
一
九
八
九
年
ま
で
の
四
〇
年
間
の

デ
ー
タ
を
用
い
て
社
会
経
済
的
要
因
や
人
口
政
策
要
因
が
出
生
力
や

死
亡
率
の
低
下
に
ど
の
程
度
寄
与
し
た
か
を
知
る
た
め
に
、
簡
便
的

で
は
あ
る
が
重
回
帰
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
出
生
率
や

死
亡
率
は
、
第
二
次
、
第
三
次
就
業
人
口
比
率
、
国
家
財
政
支
出
に

占
め
る
教
育
・
衛
生
事
業
費
、
家
族
計
画
事
業
費
の
割
合
、
一
人
当

た
り
国
民
所
得
が
増
加
す
る
に
し
た
が
っ
て
有
意
に
減
少
す
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
〉
1
〈

る
。

　
一
九
八
〇
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
政
府
に
よ
る
強
制
的
な
人
口
抑
制

政
策
「
一
人
っ
子
政
策
」
は
ど
う
い
う
効
果
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
す
で
に
下
が
っ
て
お
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り
、
各
種
分
析
か
ら
も
一
人
っ
子
政
策
自
体
が
人
口
転
換
を
生
み
出

す
出
生
率
低
下
に
貢
献
し
た
と
は
い
え
な
い
し
、
必
要
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
一
般
的
な
結
論
の
よ
う
で
あ
る
﹇
モ
ー
ラ

ン
ド 2019; W

ang, C
ai and G

u 2013

﹈。
ま
たC

ai

﹇2010

﹈
も
一

人
っ
子
政
策
が
出
生
率
低
下
に
影
響
を
与
え
た
の
は
事
実
だ
と
し
つ

つ
も
、
む
し
ろ
社
会
経
済
の
発
展
に
よ
る
構
造
変
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
よ
る
思
想
的
な
変
化
が
出
生
率
低
下
に
貢
献
し
た
と
す
る
。
大

泉
﹇2007: 2 2

﹈
も
、
出
生
率
は
七
〇
年
代
に
入
っ
て
急
速
に
低
下

し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
中
国
で
は
「
一
人
っ
子
政
策
」
に

よ
っ
て
出
生
率
が
低
下
し
た
と
い
う
印
象
が
強
い
が
、
正
確
に
は
出

生
率
の
低
下
を
加
速
さ
せ
た
と
捉
え
る
」
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

㈡
　
年
齢
構
造
の
変
化
│
│
人
口
ボ
ー
ナ
ス
・
オ
ー
ナ
ス

　
人
口
ボ
ー
ナ
ス
（Population B

〉
2
〈

onus

）
と
は
、「
生
産
年
齢
人
口

の
割
合
が
高
く
、
従
属
人
口
、
あ
る
い
は
一
五
歳
以
下
の
若
年
、
六

五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
比
率
が
ま
だ
低
い
と
き
に
、
労
働
力
の
増
加

が
生
産
を
伸
ば
し
、
貯
蓄
と
投
資
の
増
加
を
も
た
ら
し
、
経
済
発
展

を
促
進
す
る
と
い
う
考
え
方
」﹇
中
兼 2012: 161

﹈
を
い
う
。

　
人
口
ボ
ー
ナ
ス
と
い
う
言
葉
を
最
初
に
用
い
た
の
は
、
メ
イ
ソ
ン

﹇M
ason 1997

﹈
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
﹇
大
泉 2007

﹈。
彼
は
「
生

産
年
齢
人
口
の
急
速
な
増
加
は
“
人
口
ボ
ー
ナ
ス
”
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
主
張
す
る
。
と
い
う
の
も
所
得
を
生
み
だ
す
人
口
の
割
合
が

増
え
る
と
い
う
こ
と
は
一
人
当
た
り
の
所
得
の
増
加
が
可
能
に
な
る

か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
ボ
ー
ナ
ス
を
実
現
す
る
に
は
賃
金
低

下
や
失
業
を
生
ま
ず
に
増
え
続
け
る
労
働
力
を
十
分
に
吸
収
す
る
力

が
あ
る
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
ブ
ル
ー
ム
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
は
、「
ア
ジ
ア
の
奇
跡
」
と
呼
ば

れ
る
ア
ジ
ア
の
経
済
成
長
の
う
ち
、
生
産
年
齢
人
口
の
増
加
に
よ
る

部
分
が
三
分
の
一
か
ら
半
分
に
な
る
と
試
算
し
た
﹇Bloom

 and 
W

illiam
son 1998

﹈。

　
中
国
の
年
齢
構
造
の
変
化
を
み
て
み
よ
う
。

　
図
４
は
こ
こ
約
三
〇
年
間
の
年
齢
構
造
の
変
化
を
示
し
て
い
る
。

生
産
年
齢
人
口
（
一
五
〜
六
四
歳
）
は
一
九
九
〇
年
の
七
億
六
三
〇

〇
万
人
か
ら
順
調
に
増
加
し
、
二
〇
一
三
年
に
一
〇
億
五
八
二
万
人

の
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
そ
の
後
は
減
少
を
始
め
て
お
り
、
二
〇
一
八

年
の
時
点
で
九
億
九
四
〇
〇
万
人
程
度
に
な
っ
て
い
る
。
年
少
人
口

（
一
五
歳
未
満
）
は
一
九
九
〇
年
に
三
億
一
七
〇
〇
万
人
ほ
ど
か

ら
、
二
〇
一
一
年
に
は
二
億
二
二
〇
〇
万
人
に
減
少
し
、
一
億
人
ほ

ど
減
少
し
た
。
た
だ
し
そ
の
後
は
二
億
三
五
〇
〇
万
人
ほ
ど
ま
で
に

回
復
し
て
い
る
。
反
対
に
高
齢
者
人
口
（
六
五
歳
以
上
人
口
）
は
一

貫
し
て
上
昇
し
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
の
六
四
〇
〇
万
人
弱
が
二
〇

一
八
年
に
は
一
億
六
七
〇
〇
万
人
程
度
ま
で
、
約
一
億
人
増
加
し

た
。

　
従
属
人
口
比
率
、
す
な
わ
ち
全
人
口
に
お
け
る
年
少
人
口
と
高
齢

者
人
口
を
足
し
た
も
の
の
割
合
を
み
て
み
よ
う
。
一
九
九
〇
年
の
従

属
人
口
比
率
は
三
三
・三
％
、
一
九
九
九
年
も
三
二
・三
％
で
あ
り
ほ
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ぼ
安
定
し
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
従
属
人
口
比
率
は
徐
々
に
減
少
し
て

い
き
、
二
〇
一
〇
年
に
二
五
・
五
％
と
底
を
打
っ
た
。
そ
こ
か
ら
少

し
ず
つ
上
昇
を
は
じ
め
、
二
〇
一
八
年
に
二
八
・
八
％
に
な
っ
て
い

る
。

　
要
約
す
れ
ば
、
生
産
年
齢
人
口
は
二
〇
一
三
年
に
一
〇
億
人
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
、
こ
の
期
間
年
少
人
口
は
一
億
人
減
少
し
、
ほ
ぼ
同

じ
分
だ
け
高
齢
者
人
口
は
増
加
し
た
。
従
属
人
口
比
率
も
低
下
し
て

い
た
が
、
二
〇
一
〇
年
が
転
換
点
で
あ
り
、
そ
の
後
は
上
昇
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
の
人
口
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
人
口
オ
ー
ナ
ス
へ

の
転
換
は
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
三
年
頃
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で

あ
ろ
う
。

　
中
国
の
人
口
ボ
ー
ナ
ス
は
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
蔡
﹇2019: 72 ‒74

﹈
は
中
国
人
口
ボ
ー
ナ
ス
の
効
果
を
以

下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
⑴
高
い
貯
蓄
率
を
維
持
し
、
高
度
成

長
を
可
能
と
す
る
資
本
形
成
を
後
押
し
し
た
。
⑵
十
分
で
安
価
な
労

働
力
供
給
を
可
能
に
し
た
。
彼
は
一
九
八
三
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
の

間
の
平
均
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
に
対
し
て
、
資
本
は
七
一
％
、
労
働
は

七
・五
％
、
教
育
は
四
・五
％
、
そ
し
て
Ｔ
Ｆ
Ｐ
（
全
要
素
生
産
性
）

は
九
・
六
％
の
貢
献
を
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
蔡

﹇2020: 37 ‒38

﹈
は
労
働
の
再
配
分
す
な
わ
ち
労
働
移
動
も
考
慮
し

て
、
全
要
素
生
産
性
の
寄
与
度
を
分
析
し
た
結
果
、
資
本
六
一
％
、

教
育
六
％
、労
働
九
％
、労
働
の
再
配
分
八
％
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
ブ
ル
ー
ム
ら
は
イ
ン
ド
と
比
較
し
つ
つ
、
一
九
八
〇
年
代
以
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図４　中国の年齢構造の変化

出所：『中国統計年鑑』各年版。
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降
の
中
国
の
経
済
発
展
は
、
平
均
寿
命
の
上
昇
、
貿
易
の
拡
大
、
生

産
人
口
の
拡
大
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
﹇Bloom

, et al. 2010

﹈。

　
一
方
、
中
兼
﹇2012

﹈
は
中
国
に
お
け
る
人
口
ボ
ー
ナ
ス
に
ま
つ

わ
る
議
論
を
各
種
先
行
研
究
か
ら
整
理
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
改

革
開
放
後
の
人
口
ボ
ー
ナ
ス
の
成
長
へ
の
貢
献
度
は
一
五
％
、
従
属

人
口
比
率
の
低
下
が
一
人
当
た
り
所
得
の
成
長
率
の
約
四
分
の
一
を

説
明
す
る
と
い
う
研
究
を
紹
介
し
つ
つ
も
、
中
国
の
経
済
成
長
は
、

貯
蓄
率
、
そ
れ
に
伴
う
固
定
資
本
形
成
が
主
要
な
役
割
を
果
た
し
て

お
り
、
人
口
ボ
ー
ナ
ス
自
体
が
成
長
の
直
接
的
要
因
と
み
る
べ
き
で

は
な
い
だ
ろ
う
と
過
度
な
評
価
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
﹇
中
兼 

2012: 165

﹈。

　
こ
れ
ら
の
研
究
を
総
合
す
る
と
、
中
国
の
経
済
発
展
に
お
い
て
も

人
口
ボ
ー
ナ
ス
効
果
は
あ
っ
た
と
い
え
る
が
、
上
記
で
み
た
ブ
ル
ー

ム
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
の
研
究
ほ
ど
過
大
評
価
は
で
き
ず
、
中
国
で

は
貯
蓄
の
増
加
、
そ
れ
に
伴
う
資
本
形
成
が
主
た
る
要
因
と
し
て
見

た
方
が
良
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
た
だ
し
資
本
形
成
が
成
長
を
支
え
る
主
要
な
要
因
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
蔡
﹇2019: 76 ‒77

﹈
は
生
産
年
齢
人
口
が
増
加
か
ら
減
少
に

向
か
う
こ
と
で
、
資
本
の
収
穫
も
逓
減
す
る
方
向
に
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。
労
働
力
が
減
少
す
る
と
資
本
労
働
比
率
は
高
ま
り
、

そ
の
結
果
資
本
の
限
界
収
益
率
は
逓
減
す
る
。
蔡
﹇2019: 7 7

﹈
は

一
五
〜
五
九
歳
の
生
産
年
齢
人
口
が
二
〇
一
〇
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え

る
以
前
か
ら
資
本
の
投
資
効
率
は
下
が
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。
将
来
的
な
見
通
し
と
し
て
、
蔡
ら
の
推
計
に
よ
れ
ば
潜

在
成
長
率
は
減
少
し
て
い
く
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
口

ボ
ー
ナ
ス
の
消
失
に
よ
り
不
可
避
的
に
経
済
成
長
は
鈍
化
し
て
い
く

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

四
　
人
口
構
造
の
変
化
と
経
済
へ
の
影
響

㈠
　
高
齢
化

　
人
口
構
造
が
高
齢
化
す
る
、
す
な
わ
ち
高
齢
者
人
口
の
増
加
は
、

医
療
面
や
介
護
面
で
の
負
担
や
そ
の
生
活
の
下
支
え
な
ど
、
経
済
に

と
っ
て
は
生
産
を
生
み
出
さ
な
い
と
い
う
面
で
、
否
定
的
に
と
ら
え

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
仮
説
か
ら
考
え
れ
ば
、
年

少
者
や
高
齢
者
は
生
産
に
対
す
る
消
費
が
大
き
く
、
一
方
で
生
産
年

齢
の
人
々
は
消
費
は
小
さ
く
、
次
期
の
経
済
発
展
を
支
え
る
貯
蓄
が

大
き
い
。
し
か
し
一
方
で
、
高
齢
化
が
進
む
と
い
う
こ
と
は
、
平
均

寿
命
が
延
び
、
健
康
面
に
関
す
る
知
識
の
普
及
等
で
健
康
で
働
き
続

け
る
人
が
増
え
る
た
め
、
老
後
も
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
を
楽
し
む
人
、
消

費
が
増
え
る
と
い
う
側
面
も
期
待
で
き
る
。

　
ブ
ル
ー
ム
な
ど
は
、
高
齢
者
の
増
加
は
必
ず
し
も
害
ば
か
り
で
は

な
い
と
指
摘
す
る
﹇Bloom

, C
anning and G

unther 2010

﹈。
社
会

保
障
シ
ス
テ
ム
は
高
齢
者
の
働
く
意
欲
を
そ
ぎ
、
退
職
を
早
め
る
可

能
性
が
あ
る
も
の
の
、
総
労
働
供
給
と
い
う
点
で
は
労
働
参
加
率
の
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低
下
は
か
な
り
緩
や
か
で
あ
る
こ
と
、
平
均
寿
命
の
延
び
は
生
活
水

準
の
維
持
の
た
め
に
貯
蓄
を
維
持
す
る
こ
と
、
平
均
寿
命
の
延
び
と

家
庭
サ
イ
ズ
の
低
下
は
女
性
の
労
働
参
加
率
を
高
め
る
か
ら
だ
。

　
た
だ
し
ブ
ル
ー
ム
ら
の
議
論
は
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
豊
か
に

な
っ
た
あ
と
に
高
齢
化
が
来
て
い
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
を
前
提
に
議
論

し
て
い
る
の
で
、
中
国
も
同
じ
よ
う
に
労
働
参
加
率
が
予
測
す
る
ほ

ど
下
が
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
の
か
ど
う
か
は
今
後
の
研
究
に
よ
る

だ
ろ
う
。

　
中
国
の
問
題
は
、「
未
富
先
老
」、
す
な
わ
ち
「
豊
か
さ
を
実
現
す

る
前
に
高
齢
化
す
る
」
現
象
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

点
で
あ
る
。「
圧
縮
さ
れ
た
人
口
転
換
」
に
よ
り
、
中
国
は
世
界
平

均
よ
り
速
く
低
出
生
率
、
低
死
亡
率
の
状
態
に
な
っ
た
。
一
九
九
〇

年
代
初
頭
に
は
中
国
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
人
口
置
換
水
準
二
・
一

を
下
回
る
よ
う
に
な
り
、
近
年
で
は
一
・
五
を
下
回
る
水
準
に
ま
で

低
下
し
て
い
る
。

　
蔡
﹇2020: 171 ‒173

﹈
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
中
国
に
は
⑴
社
会

保
障
制
度
が
十
分
に
構
築
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
先
進
国
に
比
べ
て

⑵
労
働
生
産
性
が
低
く
、
⑶
人
的
資
本
の
蓄
積
が
十
分
で
な
い
こ

と
、
が
問
題
で
あ
る
。
⑴
は
や
は
り
経
済
全
体
の
消
費
が
貯
蓄
よ
り

も
高
く
な
る
可
能
性
が
大
き
い
し
、
⑵
や
⑶
は
長
期
的
な
経
済
成
長

に
暗
雲
を
投
げ
か
け
る
と
い
え
よ
う
。

　
蔡
﹇2020

、
第
八
章
﹈
は
退
職
年
齢
を
延
長
し
て
労
働
参
加
率
を

維
持
す
る
こ
と
、
そ
し
て
農
業
の
生
産
性
を
高
め
て
農
村
の
余
剰
労

働
力
を
生
み
出

し
、
さ
ら
な
る

都
市
化
が
必
要

だ
と
主
張
し
て

い
る
。
ま
た
、

厳
﹇2016

﹈
は

退
職
年
齢
を
遅

ら
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
出
生
率

が
上
昇
し
経
済

成
長
率
を
押
し

上
げ
る
こ
と
が

可
能
だ
と
主
張

し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、

簡
単
に
中
国
の

各
省
の
高
齢
化

の
進
展
と
経
済
成
長
の
関
係
を
み
て
み
よ
う
。
高
齢
化
が
進
み
始
め

る
二
〇
一
〇
年
を
基
準
に
、
二
〇
一
九
年
ま
で
に
高
齢
化
率
（
全
人

口
に
占
め
る
六
五
歳
以
上
の
人
口
割
合
）
の
進
展
と
、
同
じ
く
二
〇

一
〇
年
か
ら
二
〇
一
九
年
ま
で
の
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
成
長
率
を

相
関
さ
せ
た
の
が
、
図
５
で
あ
る
。
な
お
、
二
〇
一
〇
年
は
人
口
セ

ン
サ
ス
が
行
わ
れ
た
年
で
あ
る
た
め
、
全
数
デ
ー
タ
で
あ
る
が
、
二

-y＝0.0254x＋1.4028y＝0.0254x＋1.4028
RR²²＝0.014＝0.014

y＝0.0254x＋1.4028
R²＝0.014

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

0 2 4 6 8 10 12 14 16

一
人
当
た
り

G
D

P 
成
長
率

高齢化の上昇率（ポイント）

図５　高齢化人口の進展と一人当たり経済成長率

出所：『中国統計年鑑』2011年版と2020年版より筆者作成。
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〇
一
九
年
は
人
口
動
態
調
査
に
よ
る
サ
ン
プ
ル
調
査
で
あ
る
。

　
図
５
の
高
齢
化
の
上
昇
率
と
一
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
の
関

係
を
み
て
み
よ
う
。
こ
の
二
つ
の
指
標
に
相
関
は
な
さ
そ
う
で
あ

る
。
高
齢
化
が
徐
々
に
進
ん
だ
こ
の
約
一
〇
年
間
、
高
齢
化
自
体
が

経
済
成
長
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
事
実
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ

れ
は
先
行
研
究
が
示
す
よ
う
に
、
労
働
よ
り
も
貯
蓄
、
つ
ま
り
固
定

資
本
投
資
に
よ
っ
て
各
省
の
成
長
が
牽
引
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味

す
る
。
例
え
ば
貴
州
省
な
ど
で
は
高
齢
化
の
進
展
よ
り
も
経
済
成
長

が
早
く
、
こ
れ
は
中
国
政
府
に
よ
る
重
点
投
資
が
指
摘
さ
れ
る
﹇
岡

本 2018

﹈。

　
前
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
中
国
の
経
済
成
長
は
、
生
産
年
齢
人
口
の

増
加
よ
り
も
か
な
り
の
部
分
で
高
い
貯
蓄
率
と
投
資
率
で
説
明
さ
れ

る
﹇
岡
本 2020a

﹈。カ
ー
テ
ィ
ス
ら
の
研
究
に
よ
る
と
、
生
産
年
齢

人
口
比
率
が
上
昇
し
て
い
る
一
九
五
五
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
を
対
象

に
分
析
を
行
い
、
人
口
構
造
の
変
化
で
貯
蓄
率
増
加
の
半
分
以
上
を

説
明
す
る
と
い
う
﹇C

urtis, Luguer and M
ark 2015

﹈。
改
革
開
放

以
前
の
家
計
の
貯
蓄
率
は
低
い
が
、
改
革
開
放
以
降
大
き
く
上
昇
し

て
き
た
と
も
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
将
来
的
に
は
高
齢
化
で
貯
蓄
率

の
上
昇
は
穏
や
か
に
な
る
と
想
像
さ
れ
る
の
で
、
今
後
高
齢
化
の
経

済
成
長
に
与
え
る
影
響
が
徐
々
に
出
て
く
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
〉
3
〈

う
。

㈡
　
少
子
化
と
教
育

　
低
出
生
率
は
子
ど
も
の
教
育
が
充
実
す
る
。
子
ど
も
が
少
な
い
と

親
が
子
に
か
け
る
教
育
費
は
大
き
く
な
る
。
片
瀬
・
平
沢
﹇2008

﹈

の
分
析
に
よ
っ
て
も
、
子
ど
も
の
数
が
少
な
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

よ
り
多
く
の
教
育
費
が
か
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る

し
、
ベ
ッ
カ
ー
ら
も
家
庭
サ
イ
ズ
が
小
さ
い
ほ
ど
人
的
資
本
の
成
長

に
有
利
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
﹇Becker, M

urphy and Tam
ura 

1990

﹈。

　
人
的
資
本
と
は
、
労
働
者
が
も
つ
知
識
や
技
能
の
こ
と
で
あ
る
。

知
識
や
技
能
は
教
育
や
訓
練
で
身
に
つ
い
て
い
く
た
め
、
一
朝
一
夕

で
身
に
つ
く
も
の
で
は
な
い
。
一
般
的
に
労
働
者
の
教
育
年
数
が
人

的
資
本
の
代
理
変
数
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

　
中
国
の
省
別
デ
ー
タ
か
ら
家
庭
サ
イ
ズ
と
教
育
の
関
係
を
み
て
み

よ
う
。
各
省
の
家
庭
サ
イ
ズ
と
一
五
歳
人
口
に
占
め
る
高
等
教
育

（
大
学
専
科
、
本
科
、
大
学
院
）
を
受
け
た
人
口
の
割
合
、
そ
し
て

学
校
に
行
っ
て
い
な
い
人
口
の
割
合
の
相
関
を
み
て
み
る
。

　
高
等
教
育
人
口
は
各
省
か
ら
北
京
や
上
海
な
ど
の
大
都
市
に
集
ま

り
、そ
の
ま
ま
そ
の
地
域
で
就
職
す
る
こ
と
も
多
い
の
で
、各
省
の
教

育
程
度
を
あ
ま
り
正
確
に
は
表
し
て
い
な
い
。そ
の
た
め
か
、家
庭
サ

イ
ズ
と
高
等
教
育
人
口
の
相
関
は
非
常
に
小
さ
い
。
一
方
、
学
校
教

育
を
受
け
て
い
な
い
人
が
他
の
地
域
に
移
動
す
る
こ
と
は
少
な
い
と

考
え
ら
れ
た
た
め
、
図
７
が
示
す
よ
う
に
家
庭
サ
イ
ズ
と
学
校
に
行

か
な
か
っ
た
人
口
の
比
率
に
つ
い
て
は
比
較
的
相
関
が
あ
る
。
実
際

に
相
関
係
数
は
〇
・
六
を
超
え
て
お
り
、
家
庭
サ
イ
ズ
が
大
き
く
な

る
と
教
育
を
与
え
る
こ
と
は
難
し
く
な
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
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㈢
　
人
口
移
動
と
都
市
化

　
中
国
の
経
済
発
展
に
労
働
移
動
、
と
く
に
農
村
か
ら
都
市
へ
の
労

働
移
動
、
す
な
わ
ち
都
市
化
が
中
国
の
経
済
成
長
に
影
響
を
与
え
た

と
す
る
議
論
は
多
い
。
ル
イ
ス
の
二
重
経
済
モ
デ
ル
が
示
唆
す
る
よ

う
な
経
済
発
展
が
中
国
で
も
起
き
た
こ
と
は
ほ
ぼ
定
説
と
な
っ
て
い

る
﹇
蔡 2019, 2020

﹈。
蔡
﹇2019

﹈

に
よ
れ
ば
、
中
国
経
済
の
発
展
パ

タ
ー
ン
に
は
独
特
の
特
徴
が
あ
る
と

は
い
え
、
基
本
的
に
ア
ー
サ
ー
・
ル

イ
ス
が
提
起
し
た
二
重
経
済
発
展
の

特
徴
を
備
え
て
い
る
と
い
う
。
農
村

の
余
剰
労
働
力
が
都
市
部
に
移
動
す

る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
生
産
を
減
ら

す
こ
と
な
く
、
世
界
的
に
比
較
優
位

を
持
つ
労
働
集
約
的
製
造
業
を
都
市

部
で
発
展
さ
せ
て
き
た
。
蔡
﹇2020: 

3 6

﹈
は
自
ら
の
研
究
か
ら
労
働
生
産

性
の
向
上
の
う
ち
四
四
％
が
農
村
か

ら
都
市
へ
の
労
働
移
動
、
労
働
の
再

配
分
に
よ
る
も
の
だ
と
し
て
い
る
。

丸
川
﹇2002

﹈
も
九
〇
年
代
以
降
ル

イ
ス
・
モ
デ
ル
が
ほ
ぼ
当
て
は
ま
っ

て
い
る
と
指
摘
し
、
厳
﹇2009

﹈
も
農
民
工
の
出
稼
ぎ
自
体
が
農
家

の
所
得
増
を
も
た
ら
し
、
都
市
で
学
ん
だ
技
術
や
知
識
で
農
村
で
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
起
こ
す
な
ど
、
農
村
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
世
界
的
な
都
市
学
者
で
あ
る
グ
レ
イ
ザ
ー
も
都
市
は
一
国
の
経
済

発
展
を
支
え
る
柱
で
あ
り
、
都
市
化
と
生
産
性
に
は
強
い
相
関
関
係

y＝y＝--0.123x＋0.51580.123x＋0.5158
RR²²＝0.2622＝0.2622

y＝-0.123x＋0.5158
R²＝0.26220
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図６　家庭サイズと高等教育を受けた人口の割合

出所：『中国統計年鑑』2020年版より筆者作成。
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図７　家庭サイズと学校教育を受けていない人口の割合

出所：『中国統計年鑑』2020年版より筆者作成。
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が
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
﹇
グ
レ
イ
ザ
ー 2012

﹈。

　
図
８
は
都
市
化
と
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
相
関
関
係
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
中
国
も
例
に
も
れ
ず
、
都
市
化
が
進
ん
で
い
る
省
市
は

経
済
水
準
が
高
く
、
一
人
当
た
り
の
生
産
性
が
高
い
こ
と
が
示
唆
さ

れ
て
い
る
。
都
市
化
は
他
の
地
域
か
ら
の
人
口
の
流
入
に
よ
っ
て
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
意
味
で
、
都
市
へ
の
労
働

移
動
は
、
経
済
成
長
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
た

だ
都
市
化
は
、
労
働
移
動
の
み
な
ら
ず
行
政
区
画
の
変
更
（
県
が
市

に
変
更
に
な
る
な
ど
）
で
も
行
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
都
市
化
は
地
域

外
か
ら
の
流
入
で
起
き
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
図

９
は
、
都
市
化
率
と
そ
の
地
域
に
戸

籍
を
持
っ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
本
籍

人
口
の
割
合
を
み
た
も
の
で
あ
る
。

負
の
相
関
、
す
な
わ
ち
都
市
化
率
が

高
い
地
域
ほ
ど
戸
籍
人
口
が
少
な
く

な
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
た
め
、
都
市

化
が
進
ん
だ
地
域
ほ
ど
他
の
地
域
か

ら
（
た
だ
し
そ
の
省
内
の
別
地
域
も

含
め
て
）
移
動
し
て
き
た
人
口
に

よ
っ
て
都
市
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
教
育
の
と
こ
ろ
で
も
ふ
れ
た

よ
う
に
、
高
等
教
育
を
受
け
た
人
は

移
動
を
す
る
傾
向
が
あ
る
。
実
際
に

都
市
化
が
進
ん
で
い
る
地
域
は
多
く

の
高
等
教
育
者
人
口
を
持
っ
て
い
る

（
図
10
）。
ど
の
地
域
の
出
身
か
と
い

う
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
都
市
化
が
進

y＝2301.8xy＝2301.8x--7083770837
RR²²＝0.6653＝0.6653
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図８　都市化率と一人当たり GDP

出所：『中国統計年鑑』2020年版より筆者作成。
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図９　都市化率と本籍人口の割合

出所：『中国統計年鑑』2020年版より筆者作成。



46

ん
で
い
る
地
域
に
は
多
様
な
人
口
が
集
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
多
様
性
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
い
い
影
響
を
与
え

る
（
例
え
ば
フ
ロ
リ
ダ
﹇2009

﹈
の
議
論
な
ど
を
参
照
）。

　
図
11
は
各
省
の
Ｒ
＆
Ｄ
経
費
を
人
口
で
標
準
化
し
た
一
人
当
た
り

Ｒ
＆
Ｄ
経
費
と
都
市
化
の
関
係
を
示
し
て
い
る
。
高
等
教
育
を
受
け

て
い
る
人
口
が
多
い
ほ
ど
、
ま
た
そ
れ
ら

が
都
市
に
移
動
し
て
集
ま
れ
ば
集
ま
る
ほ

ど
、
技
術
開
発
は
進
む
と
い
っ
て
よ
い
だ

ろ
う
。
こ
の
意
味
で
、
都
市
は
一
国
経
済

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
都
市
化
と
い
う

人
口
移
動
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
も
今
後

は
難
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

る
。
二
〇
〇
四
年
に
広
東
省
等
で
み
ら
れ

た
労
働
力
の
供
給
不
足
、
い
わ
ゆ
る
「
民

工
荒
」
現
象
で
あ
る
。
以
来
、
最
低
賃
金

は
引
き
上
げ
が
続
き
、
賃
金
の
上
昇
で
出

稼
ぎ
労
働
者
を
引
き
付
け
て
い
る
状
況
で

あ
る
﹇
厳 2009: 135

﹈。
ル
イ
ス
・
モ
デ

ル
で
は
、
都
市
に
移
動
す
る
余
剰
労
働
力

が
枯
渇
し
て
く
る
と
、
賃
金
上
昇
が
始
ま

る
こ
と
を
予
測
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
を

き
っ
か
け
に
労
働
過
剰
か
ら
労
働
不
足
へ

の
転
換
を
過
ぎ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
が
盛
ん
に
な
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
ル
イ
ス
転
換
点
論
争
で
あ
る
。
蔡
﹇2020: 112 ‒113

﹈
は

二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
の
人
口
ボ
ー
ナ
ス
消
失
の
期
間
を
、

ル
イ
ス
転
換
区
間
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。

　
そ
れ
に
加
え
て
、
労
働
移
動
の
総
数
は
増
え
て
い
る
も
の
の
、
そ
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図10　都市化率と６歳以上人口に占める高等教育経験者の割合

出所：『中国統計年鑑』2020年版より筆者作成。
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出所：『中国統計年鑑』2020年版より筆者作成。
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の
増
加
率
は
低
下
傾
向
に
あ
る
﹇
蔡 2019: 4 3

﹈。
二
〇
〇
二
〜
二

〇
〇
七
年
の
労
働
移
動
の
増
加
率
は
年
率
五
・
五
％
だ
っ
た
が
、
二

〇
〇
七
〜
二
〇
一
二
年
に
は
年
率
三
・
六
％
に
減
速
し
、
二
〇
一
三

年
は
一
・七
％
、
二
〇
一
四
年
に
は
一
・三
％
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
し
た
が
っ
て
、
今
後
、
都
市
化
率
は
上
昇
す
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
人
口
移
動
が
進
ん
で
都
市
に
な
る
と
い
う
よ
り
も
、
都
市
区
画

の
変
更
な
ど
の
影
響
が
大
き
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
人
口
転
換
論
を
軸
に
人
口
構
造
の
変
化
と
経
済
へ
の

影
響
に
つ
い
て
議
論
と
事
実
を
整
理
し
て
き
た
。
極
少
産
少
死
時
代

の
中
国
で
は
、
す
で
に
労
働
人
口
は
減
り
始
め
て
お
り
、
あ
と
数
年

で
総
人
口
も
減
少
し
始
め
る
。「
圧
縮
さ
れ
た
」
人
口
転
換
の
結

果
、
急
速
な
高
齢
化
が
進
む
の
も
自
明
と
な
っ
て
い
る
。

　
経
済
に
と
っ
て
重
要
な
影
響
は
、
人
口
構
造
の
変
化
で
あ
る
。

も
っ
と
も
わ
か
り
や
す
い
の
は
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る
と
い
う

こ
と
、
そ
の
反
対
に
従
属
人
口
が
増
加
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
生

産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
生
産
に
参
加
す
る
人
口

が
減
少
す
る
た
め
、
生
産
自
体
に
負
の
影
響
と
な
る
。
対
策
と
し
て

は
、
少
子
化
の
解
決
、
退
職
年
齢
の
延
長
と
い
う
「
量
」
の
確
保

と
、
教
育
機
会
の
拡
大
や
職
業
訓
練
の
充
実
を
通
じ
て
一
人
ひ
と
り

の
生
産
年
齢
人
口
の
「
質
」
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
点

で
は
ど
の
識
者
も
一
致
し
て
い
る
。

　
本
稿
の
分
析
か
ら
現
時
点
で
以
下
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　
⑴
　
中
国
の
人
口
転
換
は
他
の
先
進
国
に
比
べ
て
半
分
程
度
に

「
圧
縮
さ
れ
た
」
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
人
口
構
造
の
転
換

は
非
常
に
速
い
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
。

　
⑵
　
こ
れ
ま
で
の
中
国
の
経
済
成
長
は
生
産
年
齢
人
口
の
増
加
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
も
小
さ
く
な
い
が
、
そ
れ
で
も
貯

蓄
―
資
本
形
成
を
通
じ
た
経
済
成
長
の
方
が
大
き
い
こ
と
。

　
⑶
　
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
一
〇
年
高
齢
化
（
従
属
人
口
の
増
加
）

が
進
ん
で
き
て
い
る
も
の
の
、
経
済
成
長
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

　
⑷
　
人
口
の
空
間
的
再
配
分
、
す
な
わ
ち
農
村
の
余
剰
労
働
力
が

都
市
に
移
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
成
長
す
る
に
し
て
も
す

で
に
余
剰
労
働
力
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
今
後
の
重
要
な
分
析
課
題
は
、
高
齢
化
と
貯
蓄
、
消
費
、
生
産
の

関
係
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、

経
済
成
長
は
、
長
期
的
に
は
資
本
の
蓄
積
で
供
給
力
が
増
加
し
て
い

き
、
生
産
力
の
拡
大
に
見
合
っ
た
消
費
の
拡
大
に
よ
っ
て
需
要
を
支

え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
分
析
に
は
、
社
会
保
障
制
度
の
充
実
が
与

え
る
影
響
も
加
味
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
最
終
的
に
は
経
済
成
長
を
支
え
る
都
市
化
の
進
展
に
か
か
っ
て
い
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る
。
新
規
人
口
の
増
加
に
よ
る
都
市
化
の
進
展
は
期
待
で
き
な
い
た

め
、
既
存
人
口
の
空
間
集
約
的
な
利
用
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

こ
の
場
合
、
農
村
人
口
の
急
速
な
高
齢
化
を
も
た
ら
し
、
農
村
の
疲

弊
を
生
み
出
す
可
能
性
も
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
出
生
に
関
す
る
議
論
を
し
て
こ
な
か
っ

た
。
こ
れ
は
低
出
生
率
の
改
善
は
ほ
ぼ
難
し
い
と
筆
者
は
考
え
て
い

る
か
ら
だ
。
二
〇
一
六
年
に
一
人
っ
子
政
策
が
廃
止
さ
れ
、
ど
の
夫

婦
も
無
条
件
に
二
人
の
子
ど
も
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た

め
か
、
二
〇
一
六
年
は
そ
れ
ま
で
一
六
〇
〇
万
人
台
で
推
移
し
て
い

た
一
年
間
の
出
生
数
が
一
八
〇
〇
万
人
に
迫
る
勢
い
で
あ
っ
た
。
し

か
し
そ
の
後
は
急
速
に
出
生
数
が
低
下
し
て
お
り
、
二
〇
二
〇
年
は

C
ovid-19

の
影
響
も
あ
っ
て
、
戸
籍
ベ
ー
ス
で
は
一
〇
〇
〇
万
人
台

ま
で
に
減
少
し
て
き
て
い
る
﹇
岡
本 2020b, 2021
﹈。
二
〇
二
一
年

か
ら
の
第
一
四
次
五
か
年
計
画
か
ら
は
「
計
画
生
育
」
と
い
う
言
葉

が
消
え
た
。
こ
れ
ま
で
「
計
画
生
育
を
基
本
国
策
と
し
て
堅
持
す

る
」
と
ず
っ
と
記
載
さ
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
で
あ
る
﹇
岡

本 2020c

﹈。

　
計
画
生
育
政
策
が
転
換
し
て
も
低
出
生
率
が
反
転
す
る
こ
と
は
な

い
と
言
え
る
。
出
生
率
の
低
下
に
と
も
な
う
思
考
様
式
を
人
口
統
計

学
者
は
「
低
出
生
率
の
罠
」
と
呼
ぶ
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
社
会
で
出

生
率
が
一
・
五
を
下
回
る
状
況
が
一
世
代
か
そ
れ
以
上
続
く
と
、
そ

の
よ
う
な
低
水
準
が
新
た
な
常
識
と
な
り
、
そ
の
意
識
を
変
え
る
の

は
ほ
ぼ
不
可
能
と
い
う
﹇
ブ
リ
ッ
カ
ー
・
イ
ビ
ッ
ト
ソ
ン 2020: 

114

﹈。

　
し
た
が
っ
て
、
今
後
の
研
究
で
は
、
低
出
生
を
前
提
と
し
た
人
口

転
換
と
経
済
の
関
係
を
さ
ら
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

注〈
1
〉 

た
だ
し
死
亡
率
は
、
一
人
当
た
り
の
所
得
上
昇
に
よ
っ
て
減
少

す
る
が
、
第
二
次
、
第
三
次
就
業
比
率
の
上
昇
に
よ
っ
て
有
意
に
増

加
す
る
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
文
で
は
こ
の
点

に
関
す
る
解
釈
は
な
い
。

〈
2
〉 

そ
の
後
はD

em
ographic gift

、
一
般
的
にD

em
ographic 

D
iv i dend

と
い
う
言
い
方
が
主
流
に
な
っ
た
。

〈
3
〉 

そ
の
他
に
も
高
齢
化
に
伴
う
所
得
格
差
の
拡
大
へ
の
懸
念
も
あ

る
。
大
竹
﹇2005

﹈
は
高
齢
者
世
帯
に
属
す
る
集
団
の
方
が
就
労
世

代
の
世
帯
よ
り
も
所
得
格
差
が
大
き
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お

り
、
中
国
で
社
会
保
障
制
度
に
よ
る
引
退
後
の
生
活
保
障
が
十
分
で

な
い
場
合
、
今
後
日
本
以
上
に
高
齢
化
に
伴
う
世
代
間
格
差
や
高
齢

者
内
格
差
が
拡
大
す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
﹇
遠
藤
等 2018: 

242

﹈。
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